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小児期における血清蛋白に関する研究
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Part 1. Studies on Serum Protein in Healthy 

Infants and Children

Noriko Furuta
　　　Departmen七〇f　Pediatrics，　Faculty　of　Medicine，

　　　　　　　　　　Shinshu　University
　　　　　　　　（Director：Prof．　H．　Yoshida）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帯血とその母夫々10例である。母血は原則として分娩

　　　　　1緒言，　　　　’直前に採つた。尚，予め行つte予備実験は上記研究対
　工血清蛋白は種々の要因によつて変動し，生体の代謝　　　象の一部と当科入院中の患児を対象とした。

や機能などを反映するものとして重視されている①　　　　2）測定方法

②。その測定法は種々あり，分屑について多くの考案　　　　（i）測定装鷺及び材料：泳動は水平法を採用し

があるが，就中微量の検体で実施可能の濾紙電気泳動　　　た。装1置は夏目製作所の小林式濾紙電気泳動装置であ

法③一⑥は，臨床上高く評価されつxあるものx一り　　　る。緩衝液はベロナール緩衝液（pH　8・6・Pt　＝＝O・05），

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾紙は東洋濾紙No．51を使用した。血清総蛋白量は日

　翻つて小児の血清蛋白，殊に分屑に就き従来の報告　　　立蛋白属折計により測定した・

を見ると内外ともに少くなく⑦一⑳，本法により健康　　　実験材料の血清は空腹時，静脈血或は毛組管血を採

小児を対象とした成績⑭一⑳も見出される。しかし，　　取した。欝1血Lは可及的に避けた。前者は3・し00廻転

なお見解の一致せず未だ明らかでない点も残されてい　　1Q～15分間，後者は1］，OOO廻転5分間遠心沈澱し上清

た。著者は小児期における血清蛋白につき濾紙電気泳　　　の血清を使用した。溶血した血清は除いた。採血後可

動法を用い，その分屑を中心として一連の検討を行う　　及的速かに泳動を開始し，止むを得ない場合は血清を

に当り，まず健康小児に就き年令的推移に特に留意　　　氷室又はdeep　freeZerに保存し7日以内のものを

し．対象の年令群を可及的に細分し，従来に比べ更に　　　使用した。

詳繊知見を得るよ旅獅つ噸索した．又鰍的　（ii）実筋法坊灘凡そ小林の方法④縦つ

検索を行う際注意を要すると思われた2，3の点につ　　　た。濾紙e｛L26・　Ocm×12・　5clliを用い，陰極から6・5cmの

き予め検討を加えて測定の正確を期し，さらに鵬帯血　　線上で3ケ所に2．OCal　Vt対し0・OO5～O　・OO70「　cmの試料

と母血に就いても比較した。以下に成績を報告する。　　　血清を塗布し，同時に同線上の両端に対照として少量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のBPB（Bromphen（，1　Blue）1鋤末加」血．清を標示し

　　　　　E研究対象及び潰腱方法　　　　　た。緩衝液槽に壱ま前述のべPtナール緩衝液を入れ，電

　　1）研究対象　　　　　　　　　　　　　　　　　極槽には1％塩化カリ液を入れ，両者を塩化カリ加寒

　研究対象の合計はユ25例である。このうち健康小児　　　天ブリツジで連絡した。濾紙は保持枠で支え両端を緩

（新生児を除く）は乳児より15才迄で当科で取扱りた　　　衝液槽に浸し，電極槽には銀塩化銀電極を入れた。ご

健康小児，松本市某乳児院，保健所並びに幼稚園の健　　　れ等を入れる泳動箱内には底面に水を入れ，濾紙面か

康小児より95例を選んだ。同様に当科勤務者及び入院　　　らの蒸発をさけた。

患児の附添の申より，健康と思われる成人10例を選ん　　　電流は4．5～6，5mA／（rm，・200－350　voltで泳動時

で検索した。新生児並びに母血は信大産婦人科学教室　　　間は標示のアルブミソと結合したBPBが出発点から

において正常妊娠後，正常分娩で分娩した成熟児の膀　　　9．5cm泳動されたところで中止し，約8時間である。
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泳動後の濾紙は室温乾燥し，BPB色素による染色法

を使用し3時間染色後2％酷酸液で1時間にわたり液

を5回変えて脱色した。水平に保ち風乾した後，泳動

図を試料別に帯状に切り，125°CrV130°Cのパラフイ

ソで半透明化した。

　測定は小林式光電光度計，ブイルター650μを使用

し各分屑の値を面積比から算出し，総蛋白量に対する

組成比（％）で示した値について検討した。なお以下

次の如く略記する。総蛋自量：T・P・，アルブミソ：

Alb．，グロブリソ：G，。

皿　予備実験

　本実験を行うに先立ち，測定成績に影響を及ぼす可

能性の考えられる諸点のうち，臨床的検索を考慮して

次の3点を特に注意して検討した。　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コの
　1）　同一検体をほぼ同時に繰返し測定した場舎　　　　）

　　の測定値の変動　　　　　　　　　　　　　　　　繍

（・）泳動・購同一検体につ舗・・附購馨

動を繰返し行い，泳動による成績の差を7例鱒ついて　　　週

調べた結果は表1に示した。泳動過程による測定値の　　　暇

繋器籍讃購謝なか黙
㈹デ．。トメトリ，．　。反復，同一樋図につき　ts　M

デソシト．トリーをほ嗣時燃返して行い，デ。シ　毅Q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J颪
ト・トリーltよる成績の齢7例について調べた（表　骸妊

2）。その結果変動は同じく比較的少かつた。なお各　　　駆）

組の変動（誤差）の平均と標準変動（誤差）を求め上　　　P

l・（・）・場合・比べ・・，デ・…トリーに・る羅

測定値の変動（誤差、は泳動過程による変動（誤整）　　　如

よりも更に少いと認められた。　　　　　　　　　　　　姫

・）採筋灘よる・麟の鋤　　　祭
　（i）静脈血と毛細管血の比較：7例の同一個体か　　　匝

ら同時に静脈血と毛細“El　rt皿を採取LJI旺溝蛋白を比較し

た。結果は表3に示す如くであり，両潜はほぼ一致し

た。β一G．とγ一G．で変動の平均値が反復測定の際の

変動（誤差i）範囲をやS上廻つたが，全分屑共に静脈

血と毛細管」血の聞に有意の差はなかつた。

　（ii）　採1血L時欝血の及ぼす影響：対象7例について　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例最高仙L圧より10㎜Hgだけ低い圧を5分間上腕に加
えて鋤させた後謝酔静脈から1采耐る胴曝　ms

同一一・一人の他側の肘正中静脈から全く齢血せずに採jtiLし

て，両潜を比較した。結果は表4に示す如くであつ

た。勧血にょりT．P，は全例に増加が見られ，極めて

高値を示したものがあつた。変動の最高は3．7〃詔，

その平均値は1．62／d6であつた。血溜蛋白分僑にお

いては，諺」血によりAlb．は減少し，αr，α2－，β一
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渚諸該渚z匿z

　　　　　　　及びγ一一G．は共に増加してA！G．が低下した。以上の変

　　　　　　　動の内T．P．の増加，　Alb・の減少は推計学的にも有

蝿意で撫を鰍場合の測定f直の変動

罎　　　　対象7例の血清につき採血直後に測定した値と，
N　　ゆ　　．

曽c，S笥　　　　3本の小試験管に分注しゴム栓を施してO°C～4°C

　　　鑓　　　（氷室），－20°C（deep　freezer）及び37°C（贈卵
　　　co
岩　　　器）に7日間保存した値とを比較した。結果は表5に

ぱつ　ト　　　リ

貞A1　　　示す如くである。即ち0°C，－20°g保存では何れも

　　　写　　　殆んど変化なく，37°CではT・P・の増加するものが

　＿＝L　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　“

ぜ　　N　　・
‘　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

9「i刑　　　られた。ただし，いずれも推計学的には有意ではなか
　　　ぜ
　　　6　　　　つた。
　　　H

『　蔵　　　あり，Alb．は全例に減少があり各G．分屑に増加が見

ro　cu門　　　　これらの予備実験成績に基ぎ，以下の実験における

n囲 ?@　　　材料の採血，保存，測定は上述の研究対象と測定方法
　　　お
　　　LcS　　　の項に述べた如く行つたのである。

　　　寸く◎　α○　　・
の　　・　や

溶SU－H　　　　　　　　　工V　測定成績
　　　9
　　　［？9　　　　　1）・健康小児のi血清蛋白

3窮　　小児の年令と血綴白の関係融・る酌をもつて，

　　　ぎ　躁小児につき年令群別嘲べた．小脚をこの舳

ooH門T．：dO　　　2群の合計10群に大別したe検査例は105例である。
　　　射
　　　゜…　　　その成績は成人10例と共に表6に示した。各年令群の
　　　H

o　　　に合致するよう新生児，乳児4群，幼児3群，学童

一riiデ　　　1血清総蛋白量，各分贋は同一年令群においても相当の
，　　’　ぜ

馬n刑　　　変動が認められた。漿却限界（危険率5％）を正常範
　　　H
　　　K　　　囲とみなした際の正常範囲は表7，図1に示した如く
　　　H
g哩碁　　　なった。この小児の正常範囲につき下界における最低

S［° 諱@値，」、界における最高値と年令との関係をみれば，

　　　f！l　　　T．P．の最低値は新生児に，最高値は11～15才に得ら

認5　批・以桐灘してAlb・でV＊・4～6月と・n？・・
　　　よ　　　α1－G．では1ユ～15才と新生児に，αヅG．では新生児と

0　　　2～3月に，β一G、では1月と1才に，γ一G、では4～
黙陰　・月と・・～15才に・・／・．で｝鼠・一・月と・肛それ

　　　訟　　　それ最低値と最高値を得た。而してこれらを通覧する

芸　　　と，小児における各個体による変動，即ち正常範囲の
や　ト　　．
語・；　ErH　r口賊人に比して肌て広し’ことが“Nl　Nされt・・　ISIこ

　　　朗　　　れらを平均値より見ると次の如く概括された。
　　　畑
．，了骨　即ちT・P・は縦歴胤低くその後増加L・7～

ドd皐　　　11月から成人値に一致した。新生児，1月，2～3月，

　　　c’？　　　4～6月は成人に対し（以下推計学的検討は同じ）有
　　　ト
「郵再欝唱　　意の低値であつた。A！b・，　A／G・は新生児では成人値

嚇騒　にほぼ一致したが・生後増IJIIし1月に最繭となり・

陣騨胆　　　その後減少し4月で再び成人値に一致した。1月及び

　　　　　　　2～3月は有意の高値であつた。αL－G。は新生児で最

　　　　　　　も高く乳児期全般にわたり，やX高値を示し1才以後
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表5．　　　　　　　　　検体を保存した場合

検体番号

No。29

No．30

No．31

No．32

No．33

No．34

No．35

平均値
標準偏差

信頼限界

血　漕　分　離　直　後

T．P．

9／de

7．0

7．9

7．4

7．3

7．4

7．4

7．4

　7，4

　0。2

7．4

士0．2

A］b．

％

54．0

42．5

53．3

52，8

53．0

52．1

54．0

51．6

　4，1

51．6

士3．8

α1－G．

％

5。8

6．0

5．5

5、2

5，3

5，3

5。1

　5．5

　0．4

5．5

士0，4

α2－G。

％

13．8

13，8

10，6

9．2

8．3

9．2

7．2

］0．3

　2．6

10，3

士2．4

β一G．

　％

13．8

15．8

9．4

13．0

11．5

13．7

12．7

】2．8

　2．　0

12．8

±1．8

γ一G．

％

12，6

21．9

21．2

19．8

21．9

19．7

20．7

A／G．

1，2

0．7

1．1

ユ．1

1．1

1．1

1，2

19．7　　1．1

　3，2　　0，1

19，7　1．1
士3．0　士0．1

0～4°C　7日後

T．P．

〃磁

7．0

7。9

7。5

7，3

7．4

7．4

7．4

　7．4

　0．3

7．4

士0．3

Alb．

％

53．6

41．8

53。7

53，1

51．7

50．9

53．8

51．2

　4．4

51，2

士4．o

αザG．

％

6，0

6。4

5．4

5．1

4．7

6，1

5．2

　5．6

　0。7

5．6

：とO．6

a2－G．

％

14。3

ユ3，9

11．0

8．9

8，9

9．0

7．2

10．6

　2．7

10．6

±2，5

β一G，

　％

14，2

15．5

8，9

12，9

12．0

13．7

13．0

？’　－G．

％

11．9

22．4

21．0

20’0

22，7

20，3

20．8

12．9　　19．9

　2，1　　3，6

12．9　　王9．9

士1．9　：L3．4

A／G．

1．2

0．7

1．2

ユ．1

1、1

1．0

1，2

　1．）

　0．2

1．1

d：O，1

は成人値にほぼ一致した。新生児，1月，2～3月，　　　範囲を求め，年令的推移を概括し，併せて鵬帯血とN

7～11月は有意の高値であつた。αL・－G．は新生児では　　　」血の比較を行つた。

成入よりやK低いがほぼ一致しその後増加，1月以後　　　　この際予備実験として，先ず同一検体をほぼ同時に

高値となり乳幼児期は一般に高く，学童期後半にも高　　繰返し測定した場合の測定値の変動を，泳動の反復と

値を認めた。1月，4～6月，7～11月，1才，2～　　　デソシトメ1・リーの反復に就いてみた。変動は前者で

3才，4～6才，11～15才は有意の高値であった。　　　はAlb．が大きく，乱2－G・，γ一G．の順となり，後者で

β一G．は2月から1才迄やx高値を示したが，各年令　　もr－G，が比較的少かつた。しかし何れも臨床上差支

を通じ著しい変動をみなかつた。r－G，は新生児は成　　　えないといわれる範囲⑥⑳⑳に止り，先人の成績とよ

人と一致したが，1月，2～3月では極めて低い値と　　　く一致した⑥⑳⑳一⑳。

なつた。4～6月では更に低い値もみられたが，平均　　　　次に採血方法にっき窯験し，静脈血と毛細管血の比

値は増加し4才以降で成人値に一致した。1月から　　較，及び麓血の及ぼす影響に就いてみた。変動は前者

2～3才迄の各群とも有意の低値であった。　　．　　では一部において前述の場合を上廻つたが著しくな

　　2）贋帯1血と母血の血清蛋白の比較　　　　　　　　く，両種の血液間に有意の差を得ず，Freislende一

　正常分娩に際して得られた10組の踏帯血と母血につ　　ren⑱の成績と一致した。しかし後者では一般に比較

き，血漕総蛋白量及び分屑を比較した。測定成績は表　　　的大きい変動を認めT．P．，　Alb．については有意の結

8，図2に示した。この結果より見ると，T．　P．では　　　果となつた。この点を文献についてみると，山口⑳は

鵬帯血は全例において母血より低値であつた。各分暦　　　1分間の欝血により上血漿蛋内濃度は0・17〃認J二斜

の百分率では鵬帯血のAlb．及びA／G．は全例におい　　　すると報告した。吉川⑳は欝血により玉nL漿中の水分が

て，又γ一G．は大部分の例が母血より高値を示し，α1一　　少く’なり，繊血が長時間にわたると毛細管壁が蛋曲質

及びαゼG．は大部分の例がβ一G．は全例が母血より低　　　も通すようになり，血漿の全成分が血管外に出るよう

値であつた。以上の内T・P．，Alb・，β一G．並びにA／G．　　になつてA／G，も変化すると述べ，　Nordmann⑯も濃

の変化は有意であつた。但し膀帯thLと母血の問にはい　　縮を認めている。又箸渚は採血後の1血滞保存による影

ずれも相関々係は得られなかつた。なお騰帯血の所見　　　響を見た結果，O・V　4°C及び一一・20°Cに70間保存し

と生下時体重との間にも一定の関係は得られなかつ　　　た場合には保存による影響は殆んど見られなかつた。

た。　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　37°Cに保存するとAlb．の減少と各G．分暦の増加が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見られたが何れも有意ではなかつた。この点を文献に

　　　　　V　総括並びに考按　　　　　　　　　　　　よつてみると，室温と0。C乃至5。Cに保存したもの

　著者は小児の血清蛋白につき，従来に比し更に詳細　　　N間VC　7日乃至9日後迄電気泳動像の変化を認めなか

な知見を得るべく，濾紙電気泳動法により蛋白分屑の　　ったと云うものもある⑲⑳。しかし蜜温或は比較的低

年令的差異を中心として検索し，小児期における正常　　　温において早期からα一及びβ一G．に変化を認めた者が
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の測定値の変動’
一200C　　　　7日　そ麦

T．P・

9／ne

7，0

　7．9

7．4

　7，3

　7．5

　7．4

　7．4

Alb．

％

54．7

42．9

51．9

52，5

52，9

51．6

54．0

ai－G．

％

5．2

5．6

5、4

5．3

5．4

5．5

5．2

　7．4　 51．5　　5．4

　0．3　　3．9　　0．1

7．4　　51．5　　5．4

士0．3　士3．6　士0．2

α2－G．

％

12．6

13．8

10．1

9．7

7．8

8．9

7．2

β一G，

　％

12．8

16．5

11，0

13．0

1ユ．9

13．6

12．6

γ一G．

％

14．7

21．2

21．6

19．5

22．0

20．4

21．0

10，0　　ユ3．1　　20．1

　2．4　　1．7　　2。5

10，0　　13．1　　20．1

：ヒ2。2　：L1．6　：ヒ2．3

A／G．

1．2

0．8

1．1

1．1

1，1

1．1

1，2

　1，1

　0．2

1．1

士0、1

37°C　　7日後

T．P，

2／ac

7．0

7．9

7．8

7．3

7。6

7．4

7，8

　7．5

　0．3

7．5

士0．3

Alb．

％

51．8

41。5

48．3

45．6

49．8

46．5

48．8

47．5

　3，3

47．5
士3，

ai－G．

　％

5．6

5．5

5，6

6，6

5．8

7。3

6．3

　6．1

　0．6

6．1

0　士06

α2－G．

　％

12．8

14．1

10．4

9．9

11，0

8．9

8．1

曽　　1　　　　　　●

10．7

　2．1

10．7

士19

β一G．

　％

13．7

16．8

12．8

14，4

11．9

14，3

ユ4，3

14，0

　1。6

14．0

士1，5

γ一G．

％

16．1

22，1

22．9

23．5

2L5
23．0

22．5

21。7

　2．6

21。7

士2．4

A／G．

ユ，1

0，7

0，9

0，8

1．0

0．9

1，0

　0．9

　0，1

0，9

士0．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tある⑭一⑬。古川⑭は血漿蛋白は保存日数の経過に従　　事が注目された。後者にっいて指摘した報告は従来見

って次第に変化しAlb・の街分率は次第に減少し，　G．　　当らないように思われたが，比較的多数の小児を取扱

就中γ一G．のそれは次鰍・増加し，それらの変化蘇　つ誠績⑳⑳vcっき詳細に見ると，舗と同様の傾向

存温度が高い程著明である事を指摘している。　　　　　が気付かれた。以上述べた著者の成績に就いては図

　以上の著者の検討並びに先人の報告を参照すると，　　　1からも概観されると思う。次に年令的推移につき先

採血に際し醤彦1血は可及的に避けるべきこと，血清保存　　　入の報告と対比しっX著者の成績を平均値から比較し

は，たとえ7日間程度でも低温の好ましいことが特に　　　て見る。

注目された。これらの成績を参考として以下における　　　先ずT・P・に就き諸象⑦⑳⑳の報告を要約すると，

実験は，測定方法の項に述べた如くに行つたのであ　　　畷帯1血L乳児期には概して低く，その後年令と共に増

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加し成人値に至ると云う。又乳児期の前半に於て一過

　さて，小児の血清蛋白，分暦に関する研究は少くな　　性の低下を認めると云う。千葉⑫は乳児期のみを対象

い。即ち塩析その．他の方法によるものとしてはMey一　　として，この間の推移を比較的詳しく記載している。

ers等⑰，他諸氏の報告⑦一⑨⑬⑲⑳⑳，　Tiselius法　　その結果によると謄帯血は最低値を示し，一時増加10

によるものとしてLubschetz⑲，他の報告⑩⑪⑭一　　　日以後に低下，乳児期前半は後半より低かつたと云

⑯⑳＠があり，濾紙電気泳動法之よつても山本⑳，　　　う。薯者の成績においては騰撒f［t及び乳児期のうち

Saito⑳，原⑳，釜江⑳，　Obermann⑱，　Payne⑳，　　　1～6月では推計学的にも成人と比べ低く，上述諸家

Angelopoulos⑳の報告がある。而して小児の血L消蛋　　　と一致した。生後脳帯血に比し一時更7こ低下すると云

白が年令に．よつて異る像を蛋｝する馴よ，このうちの多　　　う点は実証されなかつた。交献をみると，こマ）低下は

くが認める所であるが，新生児より成人迄の年令を・・一・A　　概して軽微であり・かつその時期も報告者により一致

貫して詳細に調べた報告は少く，．目．つ年令的推移に関　　　を欠いているが，この点については他の場合と共に後

しても細部に就いては意見が一致せず，未だ明らかで　　　段で一括考按したい。

ないところもあつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　Alb・及びA／G，が乳児期に高く以後漸減すると云う

　著者は小児期を年令より10群に大別し，棄却限界　　　ものが多い⑦⑩⑯⑰。Moore㊨はAlb・は生後ひきつ

（危険率5％）を以つて正常棚と覗にした撚。っ　づき勒すると述べ，　Ob・・m…⑳も姓後徐・に増

き各年令群別に正常値を求めたが，多数の小児を対象　　加し3～4月で最高となつたと云う。これに反しOr1一

として，この様な見地から検討した成績は見当らなか　　　andini⑳は生後1月迄は低値を示すとなし，山本⑳

つた。この様な検討法による場合の小児の正常値は，　　　は12月でも成人に比べ低値を得た。著者の成績では騰

先人が種々の対象（群）につきかつ種々の方法で論じ　　帯∫血はほぼ成人に一致したが，その後増加して1月に

た如く年令によって相当異つた。同時に成人と比較　　　最高を示した後減少して4月以後は成人値に一致し

し，小児では健康な場合も正常範囲の巾が概して広い　　　た。
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　　裏　6，　　　　　　．健康小児の血清総蛋白量，各分屑及びA／G．

年　令 例数

新生児　10
（膀帯血）

1月

2～3月

4～6月

7～11月

1才

2・V3才

4～6才

7～10才

11～15才

成　　人

10

ユ0

ユ0

10

成　　　　績

平均値
標準偏差
信頼限界＊（±）

棄却限界＊（士）

平均値
標準偏差
信頼限界（士）
棄却li艮界　（士、

平均偵
標準偏差
信頼限界（±）

棄却限界　（±）

平均値
標準偏差
信頼限界（士）
＿童塑1嬰、一（士）．

平均値
標準偏差
信頼限界（士）

棄却限界（士）

　　平均値
10　標準偏差
　　信頼限界（±）

　　棄却限界（士）

］0

｝5

10

10

10

　平均値
　標準隔差
　信頼限界（士）
＿棄却腿．界（士）．

平均値
標準偏差
イ言　調頁　r蛎と　界　　　（：」：）

棄却限界（士）

平均値
標準偏差
信頼限界（士）

棄却限界（士）

平均値
標準偏差
信頼限界（士）

棄却限界（士）

平均値
標準偏差
信頼限界（士）

棄却限界（土）

T．P．

9／de

5．　2

0．6

0。4

1．5

5．7

0．7

0。5

1．8

6。3

0．6

0．4

1。6

Al巨一

％

54．3

3．8

2．7

9。1

62．1

4。9

3．5

11．8

60．3

4．3

3．1

10．2

6．7　　56．4

0。4　　　6．3

0．3　　　4．5

0．9　　］5．1

7．1

0，3

0．2

0．9

7．1

0．4

0，3

1．0

7．3

0．4

0．2

0．9

7，3

0．4

0．2

1．0

7，5

0、3

0．2

0．9

7．5

0．4

0．2

0。9

7，4

0．09

0．06

0．2

55．4

3．9

2．7

9．2

55．4

2，8

2。0

6．7

55．4

2．7

3．8

9．2

55。6

5．4

3．0

12．1

55．1

2。3

1，6

5、5

54．3

3，7

2．6

8，9

55．0

2，1

1。5

5．1

αrG．

％

5。9

1。5

1．0

3．5

a2－G．

％

7．9

2．0

1．4

4．8

5．0　　11．9

1。1　　1．4

0．8　　1．0

3・6＿』亙
4．7

0．9

0．6

2．2

4，8

1，5

1．1

3。7

12．1

2．8

2．0

6。8

12．7

1．3

0．9

3．3

4．6　　12。0

1．1　　1．9

0．8　　ユ．3

2、7　　4．5

3．4

0．9

0．6

2．3

3．9

1．1

0．8

2．7

4．1

L3
0。7

3．0

3，6

0．9

0．7

2．3

3．2

1．6

1．1

3．8

3．2

0．8

0．6

2．0

12．　0

2。1

1．5

5．0

11．1

1．3

0．9

3．2

11．5

2。0

1．1

4．6

10．1

1。1

0．7

2．6

10．8

1．1

0．8

2．7

9．2

0，9

0．7

2．3

β一G．

％

11．6

2・0

1．4

4．7

10．8

2，1

1．5

5．1

14．1

2．0

1，4

4．9

14．2

2．0

1，4

4．8

14．2

1．8

1．3

4。3

15．0

1．9

1．3

4，5

γ一G．

％

A／G，

20。2　　1．2

2，0　　0．2

1．4　　0．1

4．7　　0．4

10。3

2。8

2．0

6。7

8．8

2．2

1．6

5。4

11。9

4．6

3．3

11．1

13，8

3．0

2，ユ

7。2

14，3

2、4

1．7

5．9

13．0　　 16．7

1、4　　1．7

1．0　　1．2

3，4　　4．0

12．6

2．0

1．コ

4，5

12．4

1。7

1．2

4°0

13．5

2。1

1，5

5．1

13。0

1．4

1．0

3。4

16．2

3．4

1，8

7．　5

18．8

1．8

1．3

4・4、

18．1

4．2

3．　0

10．1

19．7

1．4

1．0

3．　3

1．7

0。3

0。2

0。7

1．6

0．2

0．2

0．6　　　°

1．3

0．3

0。2

0．9

1．3

0．2

0．1

0。4

1，2

0．1

Q．1

0，4

1．3

0．　2

0．］

0．5

1．3

0．3

0．1

0．6

1．2

0、1

0、08

0．2

1．　2

0。2

0．1

0．4

＊1平均笹士（以下省項同じ）

1。2

0．1

0．07

0．　2
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表　7・　　　　　小児の血溶総蛋白量，各分屑及びA／G．の正常範囲

年　　令

新　生　児
（膀帯血）

　1月
2n」3月

4～6月
7～11月

　1才
2～3才
4～6才
7～10才

11～15才

成　　　人

T．　P。

S・　／de

3．7～『6，7

3．9～7．5

4．7～7．9

5．8～7．6

6．2～8．0

6，1N　8。1

6．4－82
6，3・v8．3

6．6・v8．4

6．6～8．4

7，2～7．6

Alb．

％

45，2～63．4

50．3～73．9

50．1－70，5

41．3－71．5

46．2～64．6

48，7～62．1

46．2～64，6

43．5～67．97

49．6～60，6

45．4～63。2

49．9～60．1

αt－G．

％

2．4～9．4

2。4～7。6

2。5～6。9

1．1・V8．5

1．9～7．3

1，ユ～5．7

1．2～6。6

1．1～7．1

1．3～5．9

0ド0～7．0

1．2～5，2

a2－G・

％

3．1～12．7

8．4～15．4

5．3nV18．9

9．4t－u16，0

7．5～16．5

7，0～17．0

7．9～14．3

6．9～16．1

7．5～12．7

8．L～13．5

6．9～11．5

β一G，

％

6．9－－16。3

5．7～15，9

9．2～19．0

9．4～19．0

9，9～18，5

10．5～19．5

9．6～16．4

8．1～17．］」

8．4～16．4

8．4～18．6

9．6～16、4

γ一G．

％

15．5～24．9

3．6～17．0

3．4～14．2

0．8～23．0

6，6～21，0

8．4～20，2

12，7～20．7

8．7～23，7

14．4～23、2

8，0～28、2

16，4～23，0

AIG．

0．8Nユ．6

1。ON　2．4

1，0e」2．2

0，4N　2．2

0，9・｝1．7

0，8”v1。6

0．　8・v1．8

0．7～1．9

1．O～1，4

0．8～1．6

1．0～1．4

　arG．につき山田⑦その他⑭⑳⑳は大括すれば年令　　果の一・一部が異つて来る事は当然であるが，この点に関

的誤嬬めていないが，　Oberm・…⑳は騨髄で比　する詳謝よ別の機会に譲り，こM・は参考として平均

較的高く乳児期前半で徐々に減少し，乳児期後半から　　値を表示するet　il：める。表から明らかなように，この

幼児期に一且や玉増加した後，再び徐々に減少する事　　　場合も年令によつてそれぞれ特長のある所見が見られ

を，又山本⑳は乳児期に融蟻を認めた。鞘の成績　た。俵9）

は贋帯血・乳児期に高く・1年以後ではほぼ成人に一　　　　次に鵬帯llttと母ifitの血1清蛋白について文献を見ると

致した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常妊娠の際には画L清含水量が増加し⑯，T．　P，及び

　as－G，に》ついては新生児期に低く間もなく増加す　　Alb．が低下しαr及びβ一G，が増加し，この変化は妊

る事が多くの報告によつて指摘されいる⑨⑩⑯⑳⑳　　　娠中徐々に行われ特｝切壬娠後期に著しいと云う⑭一

⑰藷者の成灘諸家と一致し・月に急湘・増肌　⑱。儲の得た馳にっし・ての成績は瀦家の購後・

4～6，月迄漸増し，その後小児期を通じて慨して高値　　　期における測定値とほぼ一致した。

を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出生時鵬帯∫直Lを母1飢と比il；楚した報告の多く⑲⑳一⑲

　β一G・についても生後間もなく増加すると報告され　　　は膀帯1血T，P．が母血のそれより低い事を指摘した。

ている⑪⑳⑰。新生児期については著明な低値を報告　　　各分厚｝においてVX　MQore＠はAlb，は母」f［Lとほぼ等し

した者⑳，然らざる者⑦とあり，落合⑯は乳児期に高　　　く，α一及びβ一G．は母血Lより著しく低くr－G．は母血

働みたが，釜江⑳は各年催差を認めなかつた。著　よりや塙い値赫した。Ob，rm・nn⑳の成織こよれ

者の成績は新生児1田にはやN低く2・－3月から1才迄　　　ばAlb・は膀帯血に高く他は同様の結畢であり，梅

軽度の増加を認めたが，何れも推計学的には有意でな　　　原⑳の報告は絶対量のみについてのものであるが，昏

かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分層とも1酬掘Lの低｝値が記載されていた。なお生下時

　r－（｝・については新生児期に高く急激に減じ，乳児　　　体重との関係につきDesrnond⑩らは成熟児ではT，

期前半で最低となり，以後次第に増加することが諸家　　　P．は比較酌一定の艇であるが，生下時体重にやS平

によりほぼ一致して報告されている⑦⑧⑯⑳⑳⑳⑳　　　行すると述べているQ著者の成績では一般にAlb．，

⑰。著者の成績も新生児は成入に一致する高値であ　　　A／G．及びγ一G．は勝椥血に高く，T，　P．，αr，　Pts一及

り，急速に減じて2～3月で最低とならた。4～6月　びβ一G．は遡こ低かつたが，いずれも相関々係は得ら

では更に低い値を示す例もあつたが，平均値は上昇し　　れなかつた。

年命に従つて増加しつX成人に至った。　　　　　　　　　上に述べて来た成績のうち小児期の所見が，それぞ

　以上薯者は得た成績のうち，洛分屑に就いてT．P．　　れ年令に応じた推移を示す事は、他の種々な生物学的

に対する組成比（％）を以て論じて来た。その理由は　　　性状における年令的差異と共に小児期特有の代謝，機

介在する因子を可及的少．くする為である。絶対量から　　能と関連するものと思われた。ほぼ同様の検討を行い

論ずる際は下に述べる鵬帯1血と億血の関係を含めて結　　　ながら，薯者を含め先人諸家の間にも成績の一部に不
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　　図1．　　　　小児の血漕総蛋白量・各分屑及びAIG．の正常範囲
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uつ　　ト　　じr　　QO　　o　　①　　σ》　q⊃　　o　　L⇔

　　　　　　ri　　　　　　　　　　r－1
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寸　　㊨　　u「）　　ur）　寸　　め　　uつ　　ζ♪　　【㍉　　「ぐ

σ】　N　．oつ　O　　ca　oo　σ㌧　N　　o　　卜撃

O　　c◎　　］n　　eつ　　寸　　⑩　　oo　L◎　　◎○　　卜鴨
o　　uつ　　【Ω　　LC“．　L◎　　【n　　rd　　口う　　想　　n

◎O　L◎　o　N　o　め　αo　σ，　o　o
寸　　頃　　（◎　　ゆ　　r蝉　　ゆ　　寸　　u5　　く9　　rψ

o　　o　　o　　の　　O　　m　　o　　o　　o　　o
r→　　寸　　卜。　oつ　　ト　　㏄｝　卜　　6ら　　uつ　　o
（n　　Io　　寸　　N　　σ｝　o　　卜・　b｝　　Φ　　の

φQ　oつ　　oつ　aつ　　N　　N　　N　　cq　　Qq　N

○○○○OOOOOO
ぐ’巽輔尿理鞭韓瞳側皿÷～

Noαq　　　種々の解釈が可能であるが，成長しつXあ
・　　・　H

爵CU ｮ　　　る小児では，たとえ同一年令でも，成人に

　　　碍　　　比べより大ぎな化学的個体差を示してよい

触臼　ように思われ，rSZ．・」・児は等しく健康例にお

Sl　N　ssH　　　いても既往並びに現在の栄養方法，栄養状

輯　　　態，感染その他の影響をより大きく受けて

置蝿　 いるので臆いかと思i・・｝’・te・な湘髄
　　　調　と母血における成績の蕪は既に諸蒙セこよつ

警　　　て述べられている如く，主として蛋白に関
ゆ　　くカ　　　・

募di錨　　　する経胎盤性移行を含む胎盤の機能と胎児

　　　日　　　の機能に説明を求めるべきであろう。

m　　り　　　．

tid箔　概括し若干の考察を加え勧ζ隈都鴨た
　　　＄　これらの血総白に関する成緻は・成長過

葺冒　　　以上著者の成績を先人のそれと対比して

cu　eSl　H　　　程にある小児期の代謝及び機能の特異性を

Ad鼠　　　示す所見の一つとして注同すべきであり，

　　　N　　　r．；　　小児期の血清蛋白につき，臨床的検討を行

『『爵　　　う際は年令を考慮する必要があると思われ

9，N ｲ　　た。
　　　壽

㊤oY　　　　　　　　w　結　　語
・　　　　　

su°u mbH　新生児より・5才に至礎劇・児105例，

自　　　成人20例合計125例の血清蛋白につき，蟹

臨コ　白頒の年令嵯勲中心として検討し
　　　よ　　　た。新生児は1贋帯血を用い，分雁｝は濾紙電

St　　気泳動法により総蛋白に対する組成の比率

瓢雲　を以つて欄し総蛋蝿顧1折灘よつ

　　　o　　　　た。
　　　LQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

一tS　　　1）予め検討した測定条件のうち，1）
ごつ　co　　・

誘C・S箔　　　採血時の搬血による影響は比較的大きく，

　　　等　ii）繭，デソシト・トリー瀞脈血と毛
　　　頃cu　　O｝　　　細管血による差は小さく，　ii量）血清を保存
　り　　　．

Lci　d皐　　　する場合37°C　7日では変化を認ゆたが，

　　　N　　　LrS　　　O～4°C及び一20°C　7日では殆んど変化

　　　　　　　を認めなかつた。
鯉細疇
　　　　　　　　2）　小児期を新生児，乳児（4群），幼

鱈囎 @児（・群）・学童（・群）の・・羽糊け，か
　糾顕　　　つ棄却限界（危険率5％）を正常範囲とみ『

降聴遡　なし湖合につき血清総蛋白量・各分屑の

　　　　　　　正常範囲を年令別に．示した。小児期の正常
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表9，健康小児の血清蛋自各分屑絶対量　　　　　　　Chem．　Soc．72：2943，工950．　⑤Grassman且，　W．；

　　　　　　　　（平均値）　　　　　　　　　　Dtsch．　Med．　Wschr．，76：333，1951．　⑥小林茂

年　　令

新生　児
（濟帯血）

　1月
2nV　3月

4・・v6月

7ん11月

　1才
2N　3才

4～6才
7～10才

11～15才

成　　　人

例
数

10

10

10

10

10

10

10

15

1σ

10

工0

Alb，

St　／de

2，83

3。53

3，84

3。77

3．96

3．90

4．01

4．07

4，13

4，06

4，07

αi－G．

鍵0．31
0．28

0，29

0．32

0．32

0、24

0．27

0．30

0．27

0．23

0，23

a2－G．

9塑
0，42

0，68

0。74

0．85

0．86

0．85

0，80

0，84

0，75

0，81

0．68

β一・G．

St　／de

0．60

0．62

0．58

0．95

1．00

1．06

0，93

0．92

0。93

1．01

0．96

r，G．　　三郎。他；濾紙電気泳動法の実際第3版，南江堂・
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3）小欄の血灘砧箪，葡屑の年令白勺推移は　⑳゜「landi”i，　O・et　a1・；　Pediat「ies，コ6：575，1955・

次の如く鵬された。　　　　　　　⑳P・yne，　W・　W・　et　al・；A「ch・Dis・Childl・33：
i）羅白量（T．P．）。新生児，塁L児期前半は低　61・ユ958・⑳T・ev・rr・w，　v．・P・di・t・｛…241

く，増加して7月麟成入働・一致した。　　　746，1959・　⑳ILI本勝朗’イ也・’J’糊1腰・2：47・

ii）。ルブ・ソ（Alb．），アルブミソ・グ・ブリ　1956・⑳Sait°，　M・et　a1・・Pediat「ics・17：657，

ソ比（A／G，）。新生児は成人値に一致，1～3月は高　　1956’　⑳原　洋子1福岡医誌，48：77，1957・

く，減少して4月以降再び成入値に一致した。　　　　　⑳釜江正春；日児誌，63；7・1959・　⑳Obe「mann，

iii）グ。ブ〃（G．）．・rG．・新甥，乳朋は　J・W・　・t　at・1　New　E”gl．　J・　Med・，255；　743・　1956・

高く，減少1．て・才以1賊人働・一致した。・、－G．・新　⑳A”gel°P°ulQs，　B・e‘　al・・J・　Pell・，　57：66・　1960・

生児は成入働・一致したが，その脚小児期で｝漸し　⑳隔脹・綜合医学・12・1°9，1955・⑳舗i嘉

て高かつた．β．－G．・各年令を通じ著しい獅をみなつ　照；畔研究・26・713・1956・⑫鵜沢龍；禰

か’t：．，－G，噺生児｝減人値に一致，減少して乳児期　医誌，47・716・1956・OS・PIUcl“t”m・H・et　al・；

拗児期前半は低く，4才以1葡・・成人1酢一致した。　Kli・・Xiv・cli・・29・415，ユ95ユ・⑭乾麟’他；

　4）鵬帯血の血清総蛋白量，各分屑はその母∫血Lに比　　　岐阜医大紀要・6；923・ユ958・　⑳F「eislende「en・

ベー般にT．P．，。、－G．，。，－G．，β一G．は低く，Alb．，　W・・t・L；1〈li・・W・ch「・・34　：　33・”・1956・⑩⊥1

・／。．，，．G騙かつた。　　　　　　・・臨｝1櫃化学…172より引∫月・1956・　酷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川罧寿i臨｝1木医化学，P。172，1956．　㊥Nordmann；

　稿を終るに臨み，終始御懇篤な御1脂遡と御校閲を賜　　　福岡曄誌，47：716，1956．より引用．　⑳右橋俊雄・

つた吉田久教授並びに検体採取に御協力頂いた本学趨　　　他；京都府立曙大誌，63：561，1959，　　⑳朴永夏；

難舞鱗灘灘饗ll騰蕾蒲295轟。鷺ll罐
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誌，74：102，1959・より引用・　　⑧Hoch，　H・et

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a1．；慈医誌，74：102，．1959．より引用。　⑭古川史

　　　　　　文　　献　　　　　　　　　　　　　　　郎；京府医誌，65：705，1959，　⑱古谷　博・他；

①Wuhrmann，　F，；The　Human　Blood　Proteins，　　　日本臨床，19：320，1961．　　⑯悔原ミヤ；日児誌，

Grune＆S七ratton，　New　York　and　London，　’　63：1269，1959．　⑰Moore，　D．　H．　et　a1．；Am．

1960．　②Ri▽a，　G．；Das　SerulneiweissbildJ　Ver－　　J・．Obst＆Gynec・，57：312，1949・　⑲Ewer－

1、ghau，　H。ber，　Bern。．　St。ttgart，1960，　　becl・，　H．・t・1，；　Klih．”Wsch・，，28・582，1950・

⑤Wielalld，　Th．；Cit．1）The　Human　BIQod　Pro一　　⑩Desmond，　M・M・et　al・；Pedi争trics・4：484，

teins，1960，　　　④Durrum，　E　L．　I　J，　Axner．　　1949．



 112-(112) ts YH wa =fi-S eg12ig
                                               on several conditions of the subjects-

          AB$TRACT ' According to the age, the normal ranges of
    The determinations of serurn protein pat-- total protein and each fracttons were indi-

terns by paper electrophoresis were made in cated by the rejection !imits. Also the cornp-

105 healthy newborns, infants and children of arison of protein patterns between children

various ages, From the clinical standpoints and adults, newborns and their mothers were

pre!iminary experiments were perforrned respeetively made.
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